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《6～7 月の海況》 
 

沿岸定地水温は、浜田地区及び恵曇地区とも 6 月下旬は「やや
低め」でしたが、中旬以降は「平年並み～やや高め」で経過しまし

た。7月に入り両地区とも「やや高め」で経過しています。 
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 《６月の漁況》 
【中型まき網漁業】 

浜田地区はマアジ主体の漁況でしたが、その漁獲量は平年の 6割と低調であったため、総漁獲量も平年の 5
割でした。浜田地区同様、西郷地区と浦郷地区でもこの時期主力となるマアジの漁獲量は平年の 4～6 割と不
調でした。しかし、ウルメイワシが平年の 6.3～14.2 倍と好調であったため、総漁獲量はそれぞれ 1.1倍及び
1.2 倍と平年並みでした。 

【イカ釣漁業】 

浜田地区（属地 5トン以上）ではスルメイカからケンサキイカ主体の漁況に移りましたが、ケンサキイカの
漁獲量は平年の 3割に留まり、スルメイカの混じりもわずかであっため、総漁獲量は平年の 9%と極めて低調
でした。西郷地区（属人 5トン以上）ではケンサキイカの水揚げはなく、スルメイカのみの漁況となり、総漁
獲量は平年の 6割と低調でした。 

【バイかご漁業】 
6 月から始まった石見地区のバイかご漁業の漁況は好調に推移し、総漁獲量は 73.2 トンで、前年、平年を

上回りました。また、主漁獲対象であるエッチュウバイは銘柄「大」を主体に漁獲され、漁獲量は 32.0トン、
1隻 1航海当たりの漁獲量は 627kg であり、1隻 1航海当たりの漁獲量は前年を 63％、平年を 20％上回りまし
た。 

【シイラまき網漁業】 
6 月から始まった石見地区のシイラまき網漁業はシイラ主体の漁況で、その漁獲量は平年の 2割でした。1

隻 1 航海当たりの総漁獲量は 488 ㎏と平年の 6割であったことに加え、例年シイラと共に漁獲されるヒラマサ
の来遊が少なかったことも影響し出漁日数が平年の3割に留まったため、総漁獲量は平年の2割と低調でした。 

【定置網漁業】 
石見地区の漁獲量は、1統当りではブリが前年の 5.4 倍と好調でしたが、マアジが 7割と低調で、全統の総

漁獲量も前年の 6割でした。出雲地区の 1統当りは、ブリが平年の 3.1 倍と好調でしたが、マアジが平年の 5
割と低調であったため、全統の総漁獲量は平年の 6割でした。隠岐地区の 1統当りは、ホソトビウオ（丸アゴ）
が平年の7.7倍と好調で、マアジが平年の8割と低調であったものの、全統の総漁獲量は平年の1.8倍でした。 

【釣・縄】 

石見地区ではメダイ、ブリ、ケンサキイカが主に漁獲され、1隻 1航海あたりの総漁獲量は 19 ㎏で平年を
上回りました。出雲地区ではブリ、サワラ類が主に漁獲され、1隻 1航海あたりの総漁獲量は 19 ㎏で平年を
上回りました。隠岐地区ではカサゴ・メバル類、キダイが主に漁獲され、1隻 1航海あたりの総漁獲量は 22
㎏で平年を下回りました。 

6 月 月平均 平年差 評 価 

浜田 20.9℃ -0.1℃ 平年並み 

恵曇 20.0℃ -0.1℃ 平年並み 

島根県水産技術センター   平成 22 年 7 月 22 日発行 

トビウオ通信 漁況速報 (7月号) 
（本誌はホームページでもご覧いただけます。） 

http://www.pref.shimane.lg.jp/suigi/   （TEL 0855-22-1720） 
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【平成22年6月の漁獲統計】 

総漁獲量 CPUE（1 隻（統）１航海あたり漁獲量） 
漁業種類 水揚港 主要魚種 

漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 漁獲量 前年比 ％ 平年比 ％ 

漁
模
様 

浜田 マアジ 232 トン 26% 51% 5.5 トン 24% 46% ▲ 

西郷 マアジ、ウルメイワシ 2,426 トン 84% 109% 21.7 トン 74% 96% ○ 
まき網 

（中型・大中

型） 
浦郷 ウルメイワシ、マアジ 1,497 トン 111% 112% 17.8 トン 107% 106% ○ 

浜田 ケンサキイカ 2 トン 17% 9% 18 ㎏ 36% 19% ▲ イカ釣り 

（５トン以上） 
西郷 スルメイカ 17 トン 220% 62% 127 ㎏ 149% 73% ▲ 

バイかご 久手 エッチュウバイ 47 トン 142% 117% 1.4 トン 155% 112% ○ 

シイラまき 和江 シイラ 3 トン 24% 9% 360 ㎏ 71% 38% ▲ 

浜田 マアジ 29 トン 87% 101% 1,108 ㎏ 83% 91% ○ 

美保関 マアジ、ブリ 94 トン 45% 54% 909 ㎏ 47% 55% ▲ 
定置網 

(大型） 

浦郷 ブリ、マアジ 26 トン 86% 69% 1,001 ㎏ 83% 72% ▲ 

仁摩 メダイ、マアジ 12 トン 93% 87% 26 ㎏ 93% 99% ○ 

大社 ブリ 23 トン 375% 214% 31 ㎏ 199% 179% ◎ 釣り・縄 

西郷 カサゴ・メバル類、スルメイカ、メダイ 18 トン 104% 92% 33 ㎏ 102% 98% ○ 

平年比：過去5年（沖底のみ10年）の平均値との比較  漁模様（CPUE）：◎が平年以上、○が平年並み、▲が平年以下 


